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What should Japanese physiotherapists prepare for to participate in international activities?
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ICRC 外科チーム PT としての活動であった。





　　2013 年 4 月～ 10 月
　　（ Malakal Teaching Hospital, Malakal, 
South Sudan）
　パキスタン北部紛争犠牲者救援事業
　　2011 年 7 月～ 2012 年 2 月


































































































































































































































































る。PT は救命場面では IV ラインを調節する
ことさえできる。救急救命の手順も知るべき
だし、傷の簡単なドレッシングもできる。手
術中の無菌テクニックも手術室の中で働く以
上知っておくべきである。日本の PT がミッ
ションに参加するために、すべての分野の十
分なオリエンテーションを受けることをお勧
めする」
　PT としても、人としての能力においても、
自分の未熟さを思い知らされた派遣であった
が、実に挑戦しがいのある任務であった。今
後国際活動への参加を希望する PT の皆さん
に、少しでも筆者の経験が参考になることを
願っている。
　なお、本稿の要旨は、第 50 回日本赤十字
社医学会総会で発表した。
